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	アサーティブ　　　コミュニケーション について学ぼう
	7月のGoodJob報告
	考　察
	ADL全介助の患者様、ベッド上方2点柵使用中 訪室時に左下肢がベッドから落ちている状態 で発見。すぐに体位を整え転落を防ぐことが できた。食後、ベッドアップされたままで ポジショニングが甘く左下肢が落ちたと考え 直ちにカンファレンスを行い情報共有を行い ベッドアップ時のポジショニングの検討、2点　柵から3点柵へ変更。



